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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前区域（４；４´）、後区域（５；５´）、及び前及び後区域より狭い幅を有する中間
股区域（６；６´）を有し、さらに後区域の後縁の中央から前区域の前縁の中央まで延び
る長手方向の対称線（Ａ－Ａ）を有するおむつ又はパンツおむつであって、おむつ又はパ
ンツおむつが液体透過性材料の内部表面層（２；２´）と液体不透過性材料の外部表面層
（３；３´）の間に封入される吸収体（１，１´）を含み、前及び後区域の側部（２２，
２３，２４，２５；２２´，２３´，２４´，２５´）が第一機械接合部による再固定可
能なファスナー（１０，１１，１２，１３；１０´，１１´，１２´，１３´）によって
互いに接合されることができ、かくしておむつ又はパンツおむつはそれぞれの前部区域の
側部と後部区域の側部とが重なり合う態様で互いに接合される使用状態において一つの腰
開口と二つの脚開口を有するパンツ状構成をとるものにおいて、柔らかい可撓性の材料の
バンド（１４，１５；１７，１８）の一端が前又は後区域（４，５）の区域の側部（２２
，２４；２２´，２４´）に永続的に取り付けられ、該側部（２２，２４；２２´，２４
´）が使用状態において該側部の外側に配置される区域の側部（２３，２５；２３´，２
５´）によって重ねられること、及び柔らかい可撓性の材料のバンド（１４，１５；１７
，１８）が使用状態において脚開口の各縁上で折り曲げられ、相互に接合された側部（２
２，２３，２４，２５；２２´，２３´，２４´，２５´）の外側に配置される側部（２
３，２５；２３´，２５´）の外側に第二機械接合部（１６）によって再固定可能である
ことを特徴とするおむつ又はパンツおむつ。
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【請求項２】
　各バンド（１４，１５；１７，１８）は、それが横断面方向において第一機械接合部（
１０，１１，１２，１３；１０´，１１´，１２´，１３´）の全幅にわたって延びるよ
うな幅及び位置を有することを特徴とする請求項１に記載のおむつ又はパンツおむつ。
【請求項３】
　バンド（１４，１５；１７，１８）の一端が前又は後区域（４，５）の区域の側部（２
２，２４；２２´，２４´）の内部表面層（２；２´）に取り付けられ、該側部（２２，
２４；２２´，２４´）が使用状態において該側部の外側に配置される区域の側部（２３
，２５；２３´，２５´）によって重ねられることを特徴とする請求項１又は２に記載の
おむつ又はパンツおむつ。
【請求項４】
　バンド（１４，１５；１７，１８）の一端が前又は後区域（４，５）の区域の側部（２
２，２４；２２´，２４´）の外部表面層（３；３´）に取り付けられ、該側部（２２，
２４；２２´，２４´）が使用状態において該側部の外側に配置される区域の側部（２３
，２５；２３´，２５´）によって重ねられることを特徴とする請求項１又は２に記載の
おむつ又はパンツおむつ。
【請求項５】
　柔らかい可撓性の材料のバンド（１７，１８）の一端が前又は後区域（４´，５´）の
区域の側部（２２´，２４´）に永続的に取り付けられ、該側部（２２´，２４´）が使
用状態において該側部の外側に配置される区域の側部（２３´，２５´）によって重ねら
れること、及び柔らかい可撓性の材料のバンド（１７，１８）が使用状態において腰開口
の各縁上で折り曲げられ、相互に接合された側部の、外側に配置される側部（２３´；２
５´）の外側に再固定可能であることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のおむ
つ又はパンツおむつ。
【請求項６】
　各バンド（１７，１８）はバンドが永続的に取り付けられる側部（２２´，２４´）の
脚開口から腰開口まで延びることを特徴とする請求項５に記載のおむつ又はパンツおむつ
。
【請求項７】
　第一機械接合部（１０，１１，１２，１３；１０´，１１´，１２´，１３´）が相互
作用するフック及びループ手段を備えることを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載
のおむつ又はパンツおむつ。
【請求項８】
　第二機械接合部（１６；１６´）が、相互作用するフック及びループ手段を備えること
を特徴とする請求項１～７のいずれかに記載のおむつ又はパンツおむつ。
【請求項９】
　液体不透過性表面層が外側に面する不織層を含むこと、及びバンドが液体不透過性表面
層に取り付けることができるフック手段を含むことを特徴とする請求項１～８のいずれか
に記載のおむつ又はパンツおむつ。
【請求項１０】
　バンド（１４，１５；１７，１８）が３０ｇ／ｍ2より大きい表面重量を有する不織材
料から作られることを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載のおむつ又はパンツおむ
つ。
【請求項１１】
　バンド（１４，１５；１７，１８）が不織材料から作られ、その一つの側が発泡プラス
チックの層で少なくとも部分的にカバーされていることを特徴とする請求項１～１０のい
ずれかに記載のおむつ又はパンツおむつ。
【請求項１２】
　バンド（１４，１５）が使用状態において脚開口の縁上を延びる部分において、前記バ
ンド（１４，１５）の他の部分よりも厚いことを特徴とする請求項１～１１のいずれかに
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記載のおむつ又はパンツおむつ。
【請求項１３】
　各バンド（１７，１８）が使用状態において第一機械接合部（１０，１１，１２，１３
）の全長にわたってこの接合部の内側及び／又は外側上で延びることを特徴とする請求項
１～１２のいずれかに記載のおむつ又はパンツおむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は前区域、後区域、及び前及び後区域より狭い幅を有する中間股区域を有し、さ
らに後区域の後縁の中央から前区域の前縁の中央まで延びる長手方向の対称線を有するお
むつ又はパンツおむつであって、おむつ又はパンツおむつが液体透過性材料の内部表面層
と液体不透過性材料の外部表面層の間に封入される吸収体を含み、それによって前及び後
区域の側部が第一機械接合部による再固定可能なファスナーによって互いに接合されるこ
とができ、かくしておむつ又はパンツおむつは側部が重なり合う態様で互いに接合される
使用状態において一つの腰開口と二つの脚開口を有するパンツ状構成をとるものに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　おむつ及びパンツおむつの側部を一緒に接合するために、使用者のウエストラインから
ヒップにわたって延びるいわゆるＶｅｌｃｒｏ（登録商標）タイプのファスナーを使用す
ることが今日一般的である。この方法では、おむつ又はパンツおむつは良好な適合性を獲
得し、それはその機能のために重要であり、それはさらに審美的に心地良い外観を与える
。Ｖｅｌｃｒｏ（登録商標）ファスナーは多数のフック手段が突出する細長いストリップ
、及びおむつ又はパンツおむつの表面層又は織物又は不織材料のストリップを含むことが
できるループを与えられた手段を備える。使用者のヒップを過ぎて下方に延びるストリッ
プを使用する一つの問題はストリップの下方の縁が使用者が動いたときに使用者の脚に対
して摩擦することによって皮膚の炎症を起こしうることである。
【０００３】
　本発明はこの問題を解決することを目的とする。
【発明の開示】
【０００４】
　この目的は本発明によれば、前区域、後区域、及び前及び後区域より狭い幅を有する中
間股区域を有し、さらに後区域の後縁の中央から前区域の前縁の中央まで延びる長手方向
の対称線を有するおむつ又はパンツおむつであって、おむつ又はパンツおむつが液体透過
性材料の内部表面層と液体不透過性材料の外部表面層の間に封入される吸収体を含み、前
及び後区域の側部が第一機械接合部による再固定可能なファスナーによって互いに接合さ
れることができ、かくしておむつ又はパンツおむつは側部が重なり合う態様で互いに接合
される使用状態において一つの腰開口と二つの脚開口を有するパンツ状構成をとるものに
おいて、柔らかい可撓性の材料のバンドの一端が前又は後区域の区域の側部に永続的に取
り付けられ、側部が使用状態において他の区域の側部によって重ねられること、及び柔ら
かい可撓性の材料のバンドが使用状態において脚開口の各縁上で折り曲げられ、相互に接
合された側部の重なっている側部の外側に第二接合部によって再固定可能に取り付けられ
ることによって達成される。
【０００５】
　一つの好ましい例によれば、各バンドは、それが横断面方向において第一機械接合部の
全幅にわたって延びるような幅及び位置を有し、バンドの一端が前又は後区域の区域の側
部の内部表面層に取り付けられ、側部が使用状態において他の区域の側部によって重ねら
れる。あるいは、バンドの一端が前又は後区域の区域の側部の外部表面層に取り付けられ
、側部が使用状態において他の区域の側部によって重ねられる。
【０００６】
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　おむつは柔らかい可撓性の材料のバンドを含むこともでき、その一端が前又は後区域の
区域の側部に永続的に取り付けられ、側部が使用状態において他の区域の側部によって重
ねられ、柔らかい可撓性の材料のバンドが使用状態において腰開口の各縁上で折り曲げら
れ、相互に接合された側部の重なっている側部に再固定可能なファスナーによって取り付
けられる。各バンドはバンドが永続的に取り付けられる側部の脚開口から腰開口まで延び
る。第一及び第二機械接合部は相互作用するフック及びループ手段を備えることが有利で
ある。一つの有利な変形例では、外部液体不透過性表面層は外側に面する不織層を含み、
バンドは液体不透過性表面層に取り付けることができるフック手段を含む。バンドは３０
ｇ／ｍ2より大きい表面重量を有する不織材料から作られることが好ましい。あるいは、
バンドは不織材料から作られることができ、その少なくとも一つの側は発泡プラスチック
の層でカバーされる。さらに、バンドはおむつの使用状態において脚開口の縁を横切って
延びる部分でより厚くすることができる。使用状態では、各バンドは関連する機械接合部
の全長にわたってその接合部の内側及び／又は外側上で延びることが有利である。　
【０００７】
図面の説明
　本発明は以下の図面を参照して記載されるだろう。
　図１は観察者に面するおむつの内側で本発明の一つの好ましい例によるおむつの正面図
を概略的に示す。
　図２は保護バンドを適所にもたらしていない図１によるおむつの側面図を示す。
　図３は保護バンドを適所にもたらした図２のような側面図を示す。
　図４は本発明によるおむつの別の例の図２のような側面図を示す。
　図５は本発明によるおむつの別の例の図１のような図を示す。
　図６は本発明によるバンドの取付及び伸張の様々な例を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１～３は、本発明の一つの好ましい例によるおむつを示す。従来のように、おむつは
内部液体透過性表面層２及び外部液体不透過性表面層３の間に包囲された吸収体１を含む
。表面層２及び３は吸収体の外側に位置される部分において好適な手段、例えば接着又は
熱封止によって互いに接合される。さらに、おむつは前区域４，後区域５，及び前区域と
後区域より狭い中間股区域６に分割される。おむつは縦方向の対称線Ａ－Ａによって二つ
の対称的な鏡像に分割される。おむつは砂時計形状を有し、細長い弾性系又は弾性バンド
７は側縁のテーパが付いた側に沿って延びて脚弾性体を形成する。さらに、弾性系又はバ
ンド８及び９はおむつの前及び後縁のそれぞれに沿って延び、腰弾性体を形成する。弾性
要素は表面層２，３の間で予め緊張された状態で適用され、これらに接合される。図１は
弾性要素を予め緊張された状態で示す。
【０００９】
　おむつの前及び後区域４，５の側部２２，２３及び２４，２５がそれぞれ互いに接合さ
れうるように、これらの区域の長い縁の領域は互いに相互作用する取付手段のストリップ
１０，１１及び１２，１３をぞれぞれ与えられている。示された例では、ストリップ１０
，１２はフック手段を与えられ、一方ストリップ１１，１３はフック手段が適合するルー
プ手段を与えられる。ストリップはＶｅｌｃｒｏ（登録商標）タイプの手段を含むことが
できるが、他のタイプのフック及びループ手段も使用することができる。ストリップ１０
－１３は前及び後区域の長い縁の大部分に沿って長さ方向に延びる。おむつが適所に置か
れるとき、前及び後区域の側部２２，２３及び２４，２５はそれぞれそれらの長さの大部
分にわたって互いに接合されるだろう。それは吸収体が放出された液体で満たされるとき
であってもおむつに対する良好な適合を確実にし、その適合を維持することを可能にする
。示された例では、フック手段は後区域５の長い縁領域に取り付けられるストリップ１０
，１２上に配置され、ループ手段は前区域の長い縁領域に取り付けられるストリップ１１
，１３上に配置されるが、フック及びループ手段の逆の配置も当然可能である。フック手
段を有するストリップ１０，１２は内部表面層に取り付けられることが好適であり、ルー
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プ手段を有するストリップ１１，１３は外部表面層３に取り付けられることが好適であり
、かくして前及び後区域の側部２２，２３及び２４，２５のそれぞれが重ね合わせること
によって互いに接合されることができる。
【００１０】
　本発明によれば、バンド１４及び１５はそれぞれ前区域の側部２２，２４に取り付けら
れ、そのバンドは股区域に面する前区域の最外コーナーから吸収体の方に向けられるスト
リップ１０，１１及び１２，１３のコーナーを過ぎて横断方向に延びる。これらのバンド
は好適な手段、例えば接着又は熱封止によって前区域の側部の後区域における内部表面層
２に取り付けられ、おむつが図１に示された平坦な状態であるときに後区域の側部２３，
２５に向かってこれらの側部の後境界の外側に幾らか長手方向に延びる。バンド１４，１
５は柔らかい可撓性の材料、例えば不織材料又は不織材料とプラスチック発泡体又はプラ
スチック材料の積層体で作られる。
【００１１】
　図２は使用者によって装着されるような図１のおむつの概略的側面図を示す。図から明
らかなように、バンド１４は使用者の脚において少し下方に延び、おむつの外側に取り付
けられるように取付の手段１６を与えられている。取付の手段１６は再固定可能なタイプ
であり、外部液体不透過性表面層３の外部不織層と又はもし外部表面層が外部不織層を持
たないならおむつの外側に取り付けられたループを与えられた材料片と相互作用するフッ
クを与えられた材料片又は接着剤被覆を含むことができる。取付の手段１６はおむつの使
用中に小さな負荷を受けるにすぎないこと及びおむつの外側へのその固定はそれゆえ弱く
なりうることが指摘される。図３は図２と同様の図を示すが、おむつの外側に再固定され
たバンド１４を有する。
【００１２】
　バンド１４，１５の役割は互いに接合されたストリップ１０，１１及び１２，１３のそ
れぞれの下縁が使用者が動くときに使用者の脚に対して摩擦することを防止することであ
る。この機能を達成するために、バンドはある厚さ（＞０．２ｍｍ）を持たなければなら
ず、それゆえこれらのストリップが互いに接合されるときに少なくともストリップ１０，
１１及び１２，１３の下縁をカバーする領域内で３０ｇ／ｍ２より大きい表面重量を有す
る。バンド１４，１５について異なる表面重量を達成する一つの方法はバンドが適所にあ
るときにストリップ１０，１１及び１２，１３のそれぞれの下縁をカバーする領域内で余
分な材料片をそれらに与えることである。かかる余分な材料片は当然バンドの残りとは異
なる材料から作られることができる。バンドはストリップ１０－１３より幅広くするべき
であるが、これは必須ではない。
【００１３】
　一つの変形例では、バンド１４，１５は異なる材料の積層体、例えば不織材料及び表面
層２，３から最も遠くに位置される不織層を有する発泡プラスチックの積層体から作られ
ることができる。織物材料のバンドであっても使用のために考慮されうる。
【００１４】
　図４は図２と同様の図を示し、図５は本発明によるおむつの別の例の図１と同様の図を
示す。この例は図１－３を参照して示された例とはバンド１７，１８がバンド１４，１５
とは異なる形状を有することのみが異なる。図４では、図１－３の等価な構成要素と同じ
である構成要素はプライム符号を付けた同じ参照符号を与えられている。バンド１７，１
８は前区域４´のぞれぞれの長い縁領域の全長に沿ってかつこれらの領域の前及び後縁を
越えて延びる。さらに、バンド１７，１８はバンドが互いに取り付けられるストリップ１
０´，１１´及び１２´，１３´のぞれぞれの上縁及び下縁上に折りたたまれるときに前
及び後端部分が互いに重なるような長さを有する。取付の手段１６´はおむつの外側の代
わりに図４に示されたバンド１７の上部分に取り付けられるように設計される。
【００１５】
　本発明は、取付の相互作用手段を与えられかつ互いに接合された、脚に位置されるスト
リップの縁が使用者が動くときに使用者の脚に対して摩擦を生じるという問題を簡単であ



(6) JP 4335688 B2 2009.9.30

10

20

30

40

50

ざやかな方法で解決する。ウエストラインに位置されるストリップ縁は使用者が動くとき
に同じ摩擦の危険と関連しないが、それにもかかわらず使用者が前方、後方又は側方に曲
げるときに縁が摩擦しうる危険が存在する。
【００１６】
　図２に示された場所でおむつの下縁の外側に延びるバンド１４，１５の部分の長さはバ
ンドがおむつの外側に折りたたまれた状態で固定されることができる長さより大きくする
必要はない。しかしながら、審美的理由のため、適用された状態のバンドは脚開口から腰
バンドまで延びるか又は脚開口から腰バンドの方向に少しの距離だけ延びることが適当で
ある。さらに、この材料片に丸められた縁を与えることが適当である。摩擦を防止するた
めに、折りたたまれたバンドの折り目は互いに接合されるストリップの縁に隣接して位置
される必要はない。ストリップの縁が内側に折りたたまれた後にバンドによってカバーさ
れれば十分である。
【００１７】
　図６ａは図３の線ＶＩ－ＶＩに沿った横断面図を示し、図６ｂは図４及び５に示された
例によるおむつの同様の図を示す。図６ｃ－６ｅは本発明によるおむつの他の例の同様の
図を示す。図６ｃ以外の全ての図では、バンド１４，１７，２０及び２１はおむつの重な
り合う側部の内部表面層２に取り付けられ、一方図６ｃに示された例のバンド１９はおむ
つの重なり合う側部の外部表面層３に取り付けられる。当然、図６ａ、ｂ、ｄ及びｅのバ
ンドであっても代わりに重なり合う側部の外部表面層に取り付けられることができる。図
から明らかなように、バンドは異なる高さの範囲を有することもできるが、もしそれらが
図６ｅ及び６ｄに概略的に示されているように第一機械接合部１０，１１上を延びるか又
はこの接合部の上もしくは下縁にわたってだけ延びるなら好ましい。さらに、バンドの取
り付けられた端は図６ｂ、ｄ及びｅに示されるように接合部１０，１１の全長に沿った高
さで又は図６ａ及びｃに示されるようにこの一部にわたってだけ延びることができる。
【００１８】
　おむつの内部液体透過性表面層は不織材料又は不織積層体を含むことが好適である。お
むつ及び同様の吸収物品の内部液体透過性表面層のために使用される全ての他の材料、例
えば有孔プラスチックフィルムも当然使用することができる。
【００１９】
　外部液体不透過性表面層は、蒸気透過性プラスチックフィルムと不織材料の積層体、好
ましくはフックを与えられた選択されたストリップのフックのためのループとして作用し
、それによってループを与えられた個別のストリップ１１，１３がもはや必要ないものか
ら作られることが好ましい。おむつ及び同様の吸収物品の液体不透過性表面層のために使
用される全ての他の材料も当然使用することができる。
【００２０】
　吸収体はいわゆる超吸収材料の粒子を添加した又は添加しないセルロース詰物の一つ又
は幾つかの層から作られることが好ましい。結合剤繊維の如き他のタイプの繊維をセルロ
ース詰物に混合することができる。さらに、良好な透過性能力を有する層、例えば疎水性
詰物を吸収体に含めることができる。吸収物品のための吸収体に使用される全ての他の材
料、例えば発泡プラスチックも当然使用することができる。
【００２１】
　記載された例では、おむつの外部カバーのような吸収体は砂時計形状を有するが、吸収
体に別の形状、例えば長方形を与えることも当然可能である。
【００２２】
　記載された例はおむつを示すが、本発明は開放可能なパンツおむつにも適用でき、それ
によって取付手段を与えられたストリップは互いに接合され、ストリップの縁をカバーす
るバンドはパンツおむつの製造と関連してパンツおむつの外側に取り付けられ、集成され
た状態で供給される。側部、即ち吸収体の外側に横向きに延びる外部カバーの部分はパン
ツおむつのために弾性化されることが好ましい。おむつに弾性化側部パネルを与えること
もできる。
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【００２３】
　記載された例は当然、本発明の範囲内で変更可能である。例えば、ストリップのコーナ
ーは摩擦の危険をさらに低下するために丸められることができる。外部表面層はその表面
全体にわたって液体不透過性である必要はないが、空気に対して極めて透過性である材料
（例えばネット材料）からなるか又はせん孔された吸収体をカバーしない外部表面の部分
を持つことも考えられる。もしおむつ又はパンツおむつが弾性化側部パネルを有するなら
、これらは弾性化材料の別個のパネル又は一つもしくは両方の表面層の弾性化部分から作
られることができる。第一機械接合部はフックとループ手段を含む必要はないが、ボタン
とボタン穴、スナップ留めの如き他のタイプの機械接合部から構成されることができる。
さらに、バンドは別個の材料片を含む必要はないが、脚開口を打ち抜いた後に残る表面層
部分から構成されることができる。本発明は特許請求の範囲の内容によってのみ制限され
る。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】観察者に面するおむつの内側で本発明の一つの好ましい例によるおむつの正面図
を概略的に示す。
【図２】保護バンドを適所にもたらしていない図１によるおむつの側面図を示す。
【図３】保護バンドを適所にもたらした図２のような側面図を示す。
【図４】本発明によるおむつの別の例の図２のような側面図を示す。
【図５】本発明によるおむつの別の例の図１のような図を示す。
【図６】本発明によるバンドの取付及び伸張の様々な例を示す。

【図１】 【図２】

【図３】
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